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「乳幼児突然死症候群(SIDS)を含む睡眠中の乳幼児死亡を 
予防するための効果的な施策に関する研究」 
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分担研究課題名：乳児の突然死症例の睡眠環境に関するアンケート調査 
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A.研究目的 

 日本での SIDS は厚労省人口動態統計によれ

ば年間 100 例前後で推移しており、各年の乳

児の死亡原因の第３位または第４位となって

おり、乳児死亡の主要原因と考えられてい

る。さらに、SIDS 以外の乳児の睡眠中の突然

死も考慮して、SIDS、窒息、原因不明（不

詳）等を含めると乳児の突然死は年間 300 例

を越える発症が認められており、中でも原因

不明（不詳）と診断される症例が増加してき

ている。 

 乳児の睡眠中の突然死症例においては死亡

状況や剖検所見から SIDS と窒息を鑑別するこ

とが難しい症例も多く、近年、世界的に SIDS

を含む睡眠中の乳児の突然死全体を予防する

ため、睡眠環境を整えることが推奨されるよ

うになった。米国小児科学会からは突然死を

防ぐ安全な睡眠環境として、①寝かせる時は

研究要旨 
 乳幼児突然死症候群(SIDS)を含む乳児の睡眠中の突然死の予防対策として、欧米諸国では、あお

むけに寝かせる、表面の硬い寝具を使う、できるだけ母乳で育てる、添い寝をしない、同じ部屋で

寝具を別にして寝かす、まくらやぬいぐるみなどはベッドの中にいれない、おしゃぶりの使用を推

奨する、妊娠中と出生後は喫煙を避ける、妊娠中のアルコールや違法薬物の使用を避ける、などが

推奨されている。 

 乳児の寝かせ方には文化的な背景が大きく関与していると考えられることから、日本で安全な

睡眠環境を検討するため、日本法医学会の協力を得て、乳児の突然死症例における睡眠環境につい

て、日本法医学会に所属する法医関連施設 82施設を対象にアンケート形式で調査を行った。過去

５年間に発生した１歳未満の乳児突然死症例において、月齢、体位、寝具の状況、添い寝の有無な

どについて調査した。 
 法医関連施設 14施設から回答を得た。症例数は合計 223例であった。発症月齢は生後１ヶ月が

最も多く、５ヶ月以降は徐々に減少していく傾向が認められた。寝かせたときの寝具は大人用寝具

（大人用布団または大人用ベッド）が 65%、乳児用寝具（乳児用ベッドまたは乳児用布団）が 24%、
その他 8%、不明 3%であった。添い寝ありは 58%、なしは 41%、不明が 1%であった。乳児突然

死のリスクと考えられている頭部が覆われた状態が確認されたのは 33%であった。診断名は

SIDS 、窒息 、不詳、肺炎が合わせて 64%を占めていた。 
 欧米では添い寝は乳児の突然死のリスク因子とされており、月齢の若い乳児に対しては添い寝

や寝具の状況などに注意を払うことが推奨されている。今回の調査からは乳児の突然死症例で大

人用寝具に寝かされていた割合が多かったが、健康乳児例での睡眠環境と合わせて、リスク因子の

検討を行っていく必要があると思われた。 
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仰向けにする、②ベッドの中に掛け布団や縫

いぐるみ、枕、柵に当たるのを防ぐものなど

を置かない、③添い寝はしないが、保護者は

同じ部屋に寝る、④衣類は身体にぴったりし

たものとする、⑤赤ちゃんの周りでは喫煙し

ない、⑥ソファや長椅子、保護者のお腹の上

で寝かせない（寝かしつける時は良くても眠

ったらベッドに移動させる）、⑦妊娠中、出産

後の喫煙、飲酒、薬物摂取をしない、⑧でき

るだけ母乳で育てる、⑨寝かせるときには毎

回ヒモのついていないおしゃぶりを使う、⑩

厚着にさせないようにする、などが推奨され

ており 7)、豪州、欧州でもそれぞれの国によ

り多少の差異はあるが、ほぼ同様の推奨が行

われている。 

 日本においては厚労省が中心となって毎年

11 月を SIDS 対策強化月間として、SIDS の発

症リスクを低くするためには、1歳になるま

では寝かせるときはあおむけに寝かす、でき

るだけ母乳で育てる、保護者等はたばこをや

めること、が推奨されているが 8,9)、寝具の状

況、添い寝、おしゃぶりの使用などについて

は明らかにされておらず、SIDS のみならず乳

児の突然死全体を考慮した対策が急務であ

る。日本では布団の使用や添い寝の習慣、家

族が同じ部屋で眠ることが多い、など、欧米

とは異なる睡眠習慣があり、乳児の安全な睡

眠環境については日本の文化的背景も考慮し

て考えていく必要がある。 

 このような現状から、日本における SIDS、窒

息、不詳の死などを含む乳児の睡眠中の突然死症

例について、発症時の睡眠環境を把握してリスク

因子を抽出し、乳児の安全な睡眠環境を検討する

ことにより予防対策を確立する必要がある。 

 

B.研究方法 

 日本法医学会の協力を得て、全国の法医関連

施設を対象として、2014 年 1 月 1 日から 2018

年 12 月 31 日までに解剖が行われた家庭内で

発症した睡眠中の 1 歳未満の乳児の突然死症

例について任意のアンケート調査を行った。ア

ンケート用紙を日本法医学会所属の法医関連

施設 82 施設を対象として送付した。 

 本研究にあたっては三重大学医学部附属病

院 医学系研究倫理審査委員会の承認を得てア

ンケート用紙を各施設に送付し、回答にあたっ

ては各施設において必要に応じて倫理委員会

の承認を得ることとした。 

 

C.研究結果 

 アンケートは 14施設から回答を得た（回答

率 17.1%）。症例数は解剖が実施されていない

症例も含めて合計で 223 例であった。 

症例の月齢は生後１ヶ月が最も多く、ついで

２ヶ月、４ヶ月が多かった。５ヶ月以降は漸減

していた（図１）。寝かせた時の体位はあおむ

け 58%、うつぶせ 10%、横向き 5%、不明 27%で

あった（図２）。発見時の体位はあおむけ 49%、

うつぶせ 40%、横向き 6%、その他 1%、不明 

4%であった（図３） 

 使用していた寝具は大人用ベッド 26%、大人

用布団 39%、乳児用ベッド 10%、乳児用布団 

14%、その他 8%、不明 8%であった（図４）。こ

れを月齢別に検討すると、生後 1-2 ヶ月では

大人用ベッド 20%、大人用布団 38%、乳児用ベ

ッド 11%、乳児用布団 18%、その他 12%、不明 

1%、生後 3-6 ヶ月では大人用ベッド 26%、大人

用布団 41%、乳児用ベッド 11%、乳児用布団 

15%、その他 3%、不明 4%、生後７ヶ月以降で

は大人用ベッド 35%、大人用布団 35%、乳児用

ベッド 13%、乳児用布団 6%、その他 9%、不明 

2%であった（図５、６、７）。 

 添い寝については、添い寝ありが 58%、添い

寝なしが 41%、不明が 1%であった（図８）。添

い寝に関連して添い寝授乳の有無について検

討すると、添い寝授乳ありは 12%、なしは 81%、

不明が 7%であった（図９）。添い寝ありのなか

で添い寝授乳の有無を検討すると、添い寝授

乳ありは 19%、なしは 72%、不明が 9%であった

（図１０）。 

 欧米において SIDS リスク因子と認識されて

いる頭部が寝具などで覆われた状態を検討す

ると、覆われた状態ありが 33%、なしが 54%、

不明が 13%であった（図１１）。 

 症例の診断名としては SIDS 32%、窒息 12%、

不詳 11%、肺炎 9%で、これらの診断で 64%を占

めていた（図１２）。その他には SIDS か窒息、

感染症、先天性心疾患、呼吸不全、心筋炎・心

筋症、SIDS か低体温あるいは養育不全、高騰

浮腫気道閉塞、喉頭軟化症、脱水、低栄養、腹



26 
 

膜炎、不整脈、などが含まれていた。 

 

D.考察 

 乳児の突然死症例についてのアンケート調

査を実施した結果、今回は回答率が 17.1%であ

り、乳児突然死症例の一部についての解析であ

るが、睡眠環境について検討した。 

 本研究の一環として実施した健康乳児の睡

眠環境調査では、大人用寝具で乳児と養育者が

一緒に寝る割合は、生後 1-2 ヶ月では約 30%で

その後月齢が進むにつれて増加していたが、今

回の調査では生後 1-2 ヶ月の乳児において、大

人用ベッドと大人用布団を合わせて 58%が大

人用の寝具に寝かされていた。生後 3-6 ヶ月で

は 67%、生後７ヶ月以降では 70%で大人用寝具

が使用されていた。脆弱であると思われる生後

1-2 ヶ月での大人用寝具の使用は、欧米にて乳

児突然死のリスク因子と考えられている添い

寝の増加や頭部が寝具などで覆われた状態を

引き起こす可能性も考えられる。家族が同じ部

屋で寝るという日本の睡眠文化も考慮しなが

ら、乳児にとっての安全な睡眠環境を考慮して

いく必要があると思われた。 

 

E.結論 

 全国の法医関連施設を対象に１歳未満の乳

児突然死症例における睡眠環境の調査を行っ

た。生後 1-2 ヶ月の乳児が大人用寝具で寝かさ

れていることから、添い寝の増加や頭部が覆わ

れた状態などの原因となる可能性があり、日本

の睡眠文化も考慮して睡眠環境を検討してい

く必要がある。 
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